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国際ロータリーテーマ

今年度会長テーマ

第2338回例会 2014.12.25

ロータリーに
輝きを

みんなで 熱く語ろう ロータリーを!!

■司会：北久保会員

■点鐘：赤木会長

■会長報告 赤木会長

　今年度の新年会ですが本来であれば 1月の 8日（木）
なのですが今年は、西東京市にありますキリストの孤
児施設がありまして今度奄美大島にその施設を作るこ
とになり孤児事業で奄美大島まで行って参ります。大
変申し分け御座いませんが新年例会を 7日（水）に変更
させて頂きました。
　本年度のテーマは、みんなで 熱く語ろう ロータ
リーを !!
　2014 年 -2015 年度国際ロータリー会長ゲイリーＣ･
Ｋホアン会長は、テーマとして｢ロータリーに輝きを｣

と掲げております。東京東村山ロータリークラブも本
年度で 48 年目に向けて歩み始めました。この歴史、
伝統が築かれて来たのは多くの先輩会員の並々ならぬ
ご努力の賜物で在ると思います。私は 2014 年 -2015
年度の会長として、クラブの歴史に恥じないクラブの
運営、そして 50 周年に向けて｢輝きのあるクラブ｣を
目指し、最善を尽くして参りたいと考えております。 
　ロータリークラブは異なる職業人の集まりです。
又、幅広い年齢層で構成されております。クラブ内部
の調和・団結は会員 1人 1人のお互いをよく理解しな
ければ成せるものではありません。それには会員同士
多いに語ることが必要だと思い、上半期も｢みんなで
熱く語ろうロータリーを !!｣で頑張ります。

■ 活動・重点・目標
1. 親睦活動・会員卓話を充実し、活気ある例会、そし
　てロータリーを楽しもう。
2. 継続的な奉仕活動を検討するプロジェクトチームを
　作ります。
3. 地域の行事に積極的に参加し、地域社会に幅広い広
　報活動を行います。
4. 会員増強は純増 5名を目指します。

　理事・役員・会員の皆様下半期もどうぞよろしくお
願いします。

■合唱：
　ロータリーソング
　｢それでこそロータリー｣
◆ソングリーダー：
　石山会員

■ガバナー事務所：
・ロータリーカード・プロモーションビデオの配信
　依頼について
　一人でも多くのロータリアンにロータリーカード

■幹事報告 田中幹事
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在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

27 22 0 4 84.62

■出席報告 野澤会員

■前々回メークアップ修正後前々会欠席：5名
■前々回出席率メークアップ修正後：84.00％
■前々会メークアップ者：
　中丸会員：理事会
　野村(裕)会員：理事会
　野澤会員：東京武蔵村山ＲＣ
　嶋田会員：東京東大和ＲＣ

西川会員■ニコニコＢＯＸ

◆赤木会長、田中幹事：
　　　　　　会員の皆様、この半年間田中幹事共々、
　　　　　　皆様のご支援に感謝申し上げます。お陰
　　　　　　様で何とか前半戦を乗り越えることがで
　　　　　　きました。
◆戸澤会員：赤木会長、田中幹事、12月で上半期折り
　　　　　　返し点です。来年もう半年頑張ってくだ
　　　　　　さい。来年は歩こう会に是非参加をお願
　　　　　　いします。

　の加入を
　プロモーションの閲覧：
　http://www.orico.co.jp/merchant/rotary/
・次年度地区連絡会(2/5)会議会場変更について
　2015年2月5日(木)　15:00～
　於　ガバナー事務所
　　　→ビジョンセンター日本橋｢会議室401｣
・次年度地区委員一覧の受理

■国際ロータリー日本事務局：
　2015年1月のロータリーレート　1ドル＝118円

■東村山市教育委員会：
　東村山市いのちとこころの教育週間｢心豊かな子ど
　もの成長を願う市民の集い｣開催に伴う後援名義の
　使用について
　教育週間　2015年2月1日～7日の一週間
　プログラムに後援の名義記載

■東村山市商工会：
　新年賀詞交歓会の案内の受理について
　2015年1月28日(水)　17:00より
　於　サンパルネ・コンベンションセンター

■回覧：所沢中央RC週報

本日のニコニコ合計：     7,000円
　　累　　　計　　：  924,000円

　新年例会のお知らせです。
　平成27年1月7日(水)PM6時～食彩酒房たき火にて新年
例会を行います。皆様ご出席のほど宜しくお願い致し
ます。
　因みに1月7日は、平成が始まった新元号の節目の日
でございます。全員出席で再度お願い申し上げます。

　皆様に御礼を申し上げます。
　今年度、ロータリー財団皆で1年150ドル！のテーマ
ですが、当クラブは、全員150ドルを達成出来ました。
誠に有難うございました！

■飯田クラブ管理委員長：

■當麻財団副委員長：

　先日の田無ロータリークラブの訪問に対して一言お
詫びをしたいと思います。
　先週の田無ロータリークラブ小峰会長以下3名の方が
お見えになりました。
　宜野湾と友好を深めたい旨の内容でしたが東村山RC
が懇親会をしているので地区大会の時の懇親会に嵌ら
せてもらえないか？と言う要望がありましたので了解

■野澤委員長：

■委員長報告
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■クラブ協議会（上半期を顧みて）

■飯田会員：

■ポールハリスフェロー授与式

ではなくお話をしました。私が、特にお呼びしたわけ
ではございませんが当例会にお越し頂ければご紹介を
しますと言った迄です。
　田無クラブと宜野湾との友好クラブは現時点では、
結んではいませんのでご理解宜しくお願いします。

　先々週中野サンプラザに千正夫のショーを観に行っ
て参りました。
　山本リンダ・チェリッシュ・おりもまさお・黛淳さ
んなどの演歌歌手が勢ぞろいしていました。
　トークが大変面白く千正夫の楽屋におりもまさおが
挨拶に来まして本日は、宜しくお願い致します。おり
もまさるですと言ったら千正夫が俺もマサルだ！(笑)
大変面白く一日を過ごせました。皆様お笑いを見に行
って下さい。
　2月・3月のどちらかに野村さんを中心に歩こう会を
再開します。
　最近の歩こう会は(アルコール会)になって来ているの
で歩こう会に皆様ご出席してください。宜しく！

■歩こう会　戸澤会員：
　皆さんこんにちは。先週と今週、上半期を顧みてのテ
ーマでクラブ協議会が開催されております。先週は五大
奉仕委員長、そして今日が幹事・会長であります。
　今日は、貴重な時間を頂き有難うございます。野村
前会長よりバトンを受け、会長を仰せつかってもう半
年、この間何をして来たのだろうかという思いであり
ます。
　今年度ＲＩテーマは｢ロータリーに輝きを｣でありま
す。当東村山ロータリークラブは平成29年2月23日に創
立50周年を迎えます。このクラブの歴史に恥じないク
ラブ運営として｢輝きのあるクラブ｣にしようと思い、
本年度のテーマを｢みんなで熱く語ろうロータリーを｣
と定めました。
　ロータリークラブは、異なる職業人の集まりです。
また幅広い年齢層で構成されております。ですから魅
力があるのです。しかしクラブ内部の調和、団結は会
員一人一人お互いをよく理解しなければなりません。
それには会員同士多いに語り、想いを意志に、意志を
言葉に、言葉を実践に、実践から新たな奉仕の喜びを
見出そうということでテーマを定め、そして本年度の
活動方針を定めました。
　前置きはこの位にして、この上半期を顧みて、まず
第1の活動方針は、親睦活動・会員卓話を充実し活気あ
る例会そしてロータリーを楽しもう、親睦例会・親睦
旅行・歩こう会・ゴルフ部に積極的に参加しよう、例
会は参加しやすい例会の為に夜間例会を増やそう、ま
た会員卓話を充実し、友情の輪を広げて行こうであり
ました。
　上半期に於いての親睦例会は、夏の家族親睦例会が8
月に開催されました。飯田クラブ管理委員長の今まで
にない企画により東京スカイツリー、隅田川の川下
り、東京ミッドタウンの見学等に大変多くの会員家族
の参加を頂きました。また、12月13日のX’mas家族親睦
例会も聖歌隊による讃美歌、ハンドベル奏者デュオア
ンダンテによるミュージックベルの演奏、これもまた
新たな企画で50名を超える大変多くの会員家族の参加
を頂きました。歩こう会、ゴルフ部の活動と併せて大
変充実した親睦例会が行えたと思います。
　次に会員卓話を充実し活気ある例会、炉辺会合を通
して会員相互多いに語りロータリーを楽しもうについ
て、本年度は、野崎プログラム委員長のプログラム編
成により、ロータリーの他分区、地区内クラブの会員
卓話が数多く取入れられております。また10月の職業
奉仕月間の中、10月2日の例会の卓話は、クラブ会員の
北久保会員、金子会員、町田会員による卓話が行わ
れ、大変素晴らしいお話に感動致しました。
　また、炉辺会合につきましては、7月のスタート
早々、例会運営委員会の炉辺会合が開かれ、楽しく充実
した例会運営について意見交換を行いました。本年度よ
り例会開始前に軽い音楽を流したり、またメークアップ
を奨励するご案内文書を贈ることと致しました。
　そして8月7日にはクラブ奉仕委員会の炉辺会合が開
催され、クラブ運営全般について活発なる意見交換が
行われました。12月15日は、社会奉仕委員会、青少年
奉仕委員会が中心となり、市民産業祭の反省会という
事で炉辺会合が開かれ、市民産業祭の反省もさること
ながら、会員増強まで会話が弾み大変有意義な意見交

■赤木会長：
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■閉会点鐘：赤木会長

　こんにちは。早いもので半期が過ぎ、折り返し地点
を迎えることができました。改めまして、全会員の皆
様に厚く御礼申しあげます。有り難う御座いました。
　今年度のＲ１のテーマ｢ロータリーに輝きを｣、赤木
会長の方針｢みんなで熱く語ろうロータリーを!!｣に基づ
き、皆様の協力のもと、7月3日と7月10日のクラブ協議
会にて一年の抱負を熱く語って頂き、スタートいたし
ました。7月31日のガバナー公式訪問も大成功に終える
事が出来たかと思います。野崎一重プログラム委員長
が、楽しいクラブ、活気あるクラブを作るための一助

となるようにプログラムの編成に努める方針のもと、
毎回毎回、例会の充実、ニコニコの数字も半期100万円
弱と形で現れているのではと思います。
　中丸委員長のもとでの職業奉仕会員卓話をはじめ、
北久保会員、金子会員、町田会員の卓話や、小町社会
奉仕委員長の卓話、産業祭の大成功など、東村山ＲＣ
の会員の一人でよかったと思いました。
　個人的にも55歳入会時の米山奨学生リュウジンホン
さんが卓話された当時を思い出し、この場にいられる
現在を感謝しました。
　卓話の大事さ、一回一回の例会の重さを痛感してい
ます。
　飯田クラブ委員長さんの夏の家族例会、クリスマス
例会と、すばらしい企画では北久保例会委員長との名
コンビで大勢の会員の皆様の協力も頂き、良い思い出
を作ることができました。改めまして御礼申しあげま
す。
　また、ＩＭ、ＦＲＣと無事終える事ができました。
　分区ゴルフ大会では、ぶっちぎりのグロス、5名の合
計41打差優勝！地区大会では準優勝。5名のグロススコ
アは1位と我が東村山ＲＣの存在を大いにアピールでき
たと思います。
　次年度こそは、地区大会で優勝できるよう今一層ゴ
ルフ部選手全員、清水ゴルフ部長のもと団結して頑張
りましょう！会員の皆様の応援を切にお願いします。
　各委員会の委員の皆様、5大奉仕理事の皆様、上半期 
誠に有り難う御座いました。来月から始まる後半戦
も、地区大会、親睦旅行と盛り上げて頂きますようお
願いします。
　また、大事な大事な50周年に向けての会員増強、純
増5名目指し、個人的には10名増を目標に自分も種をま
いていますので、育てて収穫できるよう頑張ります。
　目時会員、嶋田会員、隅屋会員、村越会員、野澤会
員、樺澤会員が病気に打ち勝ち元気になられました。
重鎮の皆様が元気に活躍されていられますことを、大
変に嬉しく思います。
　一週間しましたら新年、平成27年です。会員の皆様 
健康で一家和楽、事業も大発展されロータリーライフ
を通じて社会に地域に大貢献されますよう祈念し上半
期の感謝の幹事報告とさせて頂きます。
　最後に事務局の菱沼さん、大変にお世話になり有り
難う御座いました。初孫さんもでき、素晴らしい一年
だったのではと思います。来年もよろしくお願いしま
す。
　以上です。

■田中幹事：

換が行われました。そしてこれらの活動を通じて、ク
ラブに元気が出て来たように思います。
　第2の活動方針であります、継続的な奉仕活動を検討
するプロジェクトチームの立上げですが、東村山ロー
タリークラブの奉仕活動と言えば誰からも･･･だよねと
言われるような活動が出来ないかなと思い、今の委員
会に取らわれない小町会員を委員長とする特別プロジ
ェクト委員会を立上げました。当面の目標は創立50周
年の地区補助金事業を考えています。当年度は奉仕プ
ロジェクトの立案、相羽会長年度に申請、金子会長年
度に実行というスケジュールです。
　第3の活動方針であります、地域の行事に積極的に参
加し、地域活動に幅広い広報活動を行うについて、こ
れは結果的には会員増強に結び付くものであり、8月の
会員増強月間の時、荻野会員増強委員長から｢会員増強
を行うにはまず地元を大切に知ることから始まるの
で、地元の集まりや会には必ず会長が顔を出す事が肝
要だから宜しくお願いします。｣と言われました。それ
を忠実に守っています。
　さて地域社会への広報活動ですが、本年度は東村山
産業まつりに参加するにあたり、子供を通して大人に
広報し、本来の目的である社会・青少年奉仕のあり方
を考え｢子供の情操教育も出来たら良いな｣という新し
い試みとして、社会奉仕委員会・青少年奉仕委員会を
中心とした企画で参加致しました。参加プログラム
は、子供達が喜ぶ紙芝居、輪投げ、そして子供も大人
も喜ぶ綿飴の販売、消防少年団による広報用のティッ
シュの配布、そしてロータリー活動のパネルの展示で
した。新しい試みでしたので大変な思いも致しまし
た。また大変疲れましたが、参加された会員は有意義
な充実感があったのではないでしょうか。一人一人の
力の結集によって、初期の目的である地域社会に幅広
い広報活動が出来たものと思います。
　第4の活動方針であります、会員増強は純増5名を目
指すことですが、これについては話すまでもなく現在
迄加入会員は、｢ゼロ｣であります。会員増強委員会を
始めとして、活動しているものの現状は大変厳しいも
のがあります。これに関しては下期の最重要課題とし
て行きたいと思います。
　この半年間、会員の皆様のご協力に支えられ、何と
か会長としてやってくることが出来ました。この上半
期に於いて反省すべき点、出来なかった点を下半期に
結びつけたいと思っております。皆様の更なるご支援
宜しくお願い致します。


